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シ 宜城県R国際戦略とロシア
宮城県国際局長 う守里予 秀弄一

宮城県では、村井嘉浩知事のもと、県内の経済を発

展させ活力あるみやぎを築く 「富県戦略」を展開して

います。海外との経済交流や外国からの観光客の誘致

などを通じて産業を活性化させる 「国際戦略」 も、そ

の大きな柱の一つとなっています。

国際競争が活発になり、また宮城県も人口が減少に

転じた現実を直視すると、宮城県経済の更なる発展の

ためには、どれだけ海外市場を開拓できるかが大きな

鍵になります。そのため、 宮城県では昨年12月に 「み

やき国際戦略プラン」を策定し、宮城県の経済を飛躍

させるため、目覚ましい経済成長を遂げている東アジ

アの国々に積極的に施策を展開していきたいと考えて

います。

その中で、我々はロシア、特に極東地域に大きな関

心を持っています。ロシアは、高い経済成長率を維持

しており、購買意欲が高く、 WTOへの加盟を控えて

いること、更に、極東地域に展開している県内企業も

あることなど、進出するには今がチャンスです。

しかし、ロシアとのビジネスで失敗した経験や、サ

ハリン・プロジェクトを取り巻く状況に代表されるロ

シアビジネスの不透明さなどにより、県内企業には、

「ロシアビジネスはリスクがある」とのイメージを払

拭できていません。

宮城県では、まず、ロシア、特に極東地域の現状を

知る必要があるとの考えから、昨年 6月に職員をロシ

ア極束地域に派遣して、調査を行いました。

その結果、ロシアとの経済交流は、リスクは決して

低いとは言えないものの、ポテンシャルは極めて高い

との認識を持つに至 りました。そして、 WTO加盟を

間近に控えている現時点こそ好機であり、比較的受入
態勢が整備されているハバロフスクなどから、ロシア

との経済交流を開始していくのが適切であるとの結論
に達しました。

宮城県では、来年度から東北大学東北アジア研究セ

ンターの協力を戴きながら、 着実に、ロシアとの経済

交流を進めて行きたいと考えております。ロシアとの

経済交流を長期的視野に立って展開していくことに
よって、ロシアで宮城県の認知度を高め、宮城県・ロ

シア双方の経済発展に寄与し、県民の皆様や県内企業
とともに 「富県みやぎ」を実現していこうと考えてい

ます。

ハバロフスク日本センターでの調査（平成18年6月ハバロフスクにて）
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東北アジアニューズレター

東北アジア研究センター公開講演会
「地底を覗いて見えるアジアの横顔」

2006年12月2日、仙台国際センターにおいて開催

悪魔の兵器「地雷」除去への道：アフガニスタン、カンボジアでの活動

佐藤 源之（東北大学東北アジア研究センター・教授）

世界に一億個以上が残されていると言われる地

雷は「悪魔の兵器」 ともいわれ、使用廃絶と埋設

地雷の除去が強く望まれている。1997年オタワ条

約により人道的地雷除去への方針は我が国でも明

確にされた。現在地雷被災国における地雷除去作

業には金属探知器が利用されている。プラス

ティック製対人地雷に微少量含まれる金属を金属

探知器は確実に捉えることができるため、検知の

信頼性は高い。しかし地雷が埋設されている場所

には通常爆弾の破片や釘などの金属片が多数分布

しているため、金属探知器による地雷検知では統

計的に1000個に 1個程度しか地雷を検知できな

い。 しかしすべての金属反応に対して地雷除去作

業員は手で掘り出す確認作業を行わなければなら

なしヽ 。

大型建設機械に回転ロータを取り付け地雷を叩

きつぶす機械式地雷除去も H本の得意とする技術

分野であるが、農村部に多数散布する数ha程度

の小規模な地雷原では手動による除去の方が効率

的なことが経験からわかっている。また地雷犬な

どは信頼性が高いがコストが膨大である。

そこで我々は埋設された地雷を視覚的に認識で

きる地雷検知器ALISを開発した。ALISは、従来

の金属探知機に地中レーダを組み合わせたデュア

ルセンサであり、金属探知器を利用して金属の存

在をアラームで知らせると同時に、モニターに物

体の形を映し出す。更に地中レーダを利用して金

属を含む物体の形状を視覚的に確認することで、

地雷と金属片の識別を可能にし、地雷除去作業効

率を飛躍的に向上させるものである。

現地作業員に対するALISの操作の指導
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現地作業員による検知実験でレーダにより画像化された対人地雷 (PMN：旧ソ連製）
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東北アジアニューズレター

我々の研究グループでは2002年度より文部科学

省の援助を受け、地雷検知装置の開発を開始し

た。その成果として車載型SAR-GPRとハンドへ

ルド型ALISのプロトタイプを完成させた。 ALIS

は2004年アフガニスタン、 2005年エジプトで評価

実験を行い2006年春にク ロアチアにおける長期評

価実験に臨んだ。

更に2006年10月より外務省ODAの援助を受け

カンボジアにおけるALIS評価実験を実施した。

アンコールワットの街、シアムリアップ市に地雷

除去作業員の訓練施設が新設され、カンボジアに

分布する典型的な 3種類の土壌が運び込まれテス

トレーンが造成された。本実験では、機材の動作

原理と操作技術をカンボジア政府地雷除去機関

(CMAC)の作業員に 2週間かけて指導した後、作

業員だけによる地雷検知実験が 2ヶ月間行われ

た。我々は作業中、テストレーンに近づくことも

禁じられ、 ALISが実際の現場で役立つかどうか

の評価を受けた。

ALISは順調に作動し、作業員も操作に習熟

し、その性能を理解した。開発当初の機器に比

べ、最新型のALISはデータ解析速度が五倍で、

重さが半分以下の 3kg。ソフトを含めた作業性

は高く作業員にも好評だった。現在CMACで検

知結果の解析が行われているが、従来の金属探知

機に比べてその高い性能が証明され、 ODAなど

を通じた現地の地雷検知の効率化に寄与すること

を期待している。また2007年春には国際地雷除去

評価機関ITEPにより、ク ロアチアでの評価試験

を予定している。
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．＇ 中国は石油生産国である。しかし需要の急激な

伸びにより 1993年以来石油の輸入が行われ、 2010

年には 1億万トンを超えると予想されている。

1910年代から始まった初期の石油探査では、中国

に大規模な石油は存在しないと考えられてきた。

しかし1949年の中華人民共和国発足以来、全国で

石油・ガス田の埋蔵分布調査が大規模に行われ、

中国東部では大慶油田、遼河油田など主要な油田

油を発見した。また最新の研究では地震探査を応

用することで既存油田でも新たな油層の発見がな

されている。

中国の石油・ガス資源は豊富に存在するとい

え、探鉱・開発は遅れている。予想される埋蔵量

に比べ現在確認されている（開発可能な）埋蔵量

は、石油が22%、天然ガスが 7％にすぎない。今

後の開発による潜在力は大きい。

が相次いで発見された。この結

果中国は貧油国から一躍、世界

の主要産油生産国の一つとなっ

た。

物理探査技術とは地下の地層

構造や埋蔵される石油など地下

資源を電気、電磁波、磁気、重

ヵ、人工地震、化学などの方法

を利用して探し出す技術であ

る。大慶油田では電気探査によ

り石油坑井（こうせい）位置を

決定し、試掘の結果深度

1357-1382メートルにかけて石

麟
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束北アジアニューズレター

血伍―罷 ン ター碩麟0璽麟一~l
国立民族学博物館共同研究・東北アジア研究センター

社会生態学分野共催研究会：「家」の人類学

2006年10月21日（土） 13:00~18:00、東北大学東北

アジア研究センター436会議室にて開催。本研究会

は、本センター地域環境研究部門社会生態学研究分野

と、国立民族学博物館共同研究 「家の人類学ー一新た

なる親族研究に向けて」 （研究代表者：小池誠氏）と

の共催によるもの。東アジ アを初めとする諸社会の

「家」の比較を通じ、家族親族研究に新たな切り口を

見出そうとする同研究会では、吉野晃氏（東京学芸大

学） による 「タ イ北部山地民ユーミエン（ヤオ）にお

けるビャオ（〈家〉）の核家族化一生業の変化と父系合

同家族の解体ー」 ならびに秀村研二氏（明星大学）に

よる「変化する韓国社会とチ ップ（イエ）一韓国はど

こまで父系社会かー」の 2つの発表が行われ、またそ

れに引き続いて参加者による討論が交わされた。参加

者は東北大学の大学院生も含め約25名であった。

（瀬川昌久）

ポスト社会主義世界のマイノリティ・ビジネスに関する研究会報告

強権的な統治体制が復活 したプーチン体制以降のロ

シアは、 エネルギー資源を中心とする経済開発によっ

て比較的安定 した経済成

長を遂げている。共同研

究 「旧ソ連を中心とする

ポスト社会主義世界にお

けるマイノリティ・ビジ

ネスの展開と私的所有観

生成についての学際的研

商品化された馬乳酒、 ロシア・サハ 究：」は、 こうした事態の
共和国メギノ・ハンガル郡での馬乳
酒コンクールに出展会場にて 景多にある ロシアとその隣

接国のマイノリティに焦点をあて、彼らの資本主義適

応行動についての分析を通して、ポスト社会主義世界

に根付きつつある市場経済システムの社会文化過程を

解明することを目的としている。2006年10月25日に第

一回研究会を開催し、高倉による報告 「ポスト社会主

義における小規模ビジネスとシベリア先住民」、全班

員による「各自のテーマ設定と共同研究の方向性につ

いての討論」を行った。第二回研究会は、 2007年 1月

17日 （水） に藤原潤子氏による報告「現代カレリアの

村落における生活戦略」と討論を行った。

（高倉浩樹）

講演会「徳川時代後期の出版物にみる庶民の人生観・出世観一
『人生道中図』・『絵双六』を中心に一」(2006年11月28EI)

スザンネ・フォルマネク教授は、近世近代日本の精

神文化、とりわけ、女性史の立場か ら各階層の女性が

社会的に果たして来た役割について研究している。今

回は、 江戸時代に娯楽として作られた 「出世双六」を

用いて、江戸時代の女性が理想として描く生き様を紹

介した。今日でも、子供が遊戯として使う双六世界に

は、人々の願望がさいころの目による 「努力」に相応

したー場面として描かれている。フォルマネク氏は、

日本人の視点からは当り前のこととして看過しまいが

ちな各ます目に描かれた世界に着目し、「上り」にあ

る「ご隠居」が窮極の目標であること、運が悪ければ

苦界に身を堕 してしま う過酷な道のり、しかし、子供

が出世すれば運良く 「ご隠居」身分を得られることな

ど、ご自身で蒐集された双六を用い、講演をまるで双

六を進めるかの ように行なわれた。資料学からも得る

点が多々あった。もちろん、双六なので、妙な質問で

「休み」もあり ました。 （磯部彰）

共同研究 「NOAAデータを利用した西シベリア塩性湖
チャニー湖沼群の環境と生物調在」研究会

2006年11月28日（火） 10:00~ 12:00、東北アジア研

究センター大会議室(436号室）において開催された。本

研究会は、ロシア科学アカデミーシベリア支部動物分

類学•生態学研究所のユルノフ A博士とユルノバ N博

士が来日し、 「チャニー湖システムの長期変化：水文

形態学と生物学的側面から」についての報告があっ

た。これに続き次の 3つの報告があった。 「NOAA画

像を用いたチャニー湖水面の季節変化の経年変動」

（鹿野秀ー・東北アジア）、 「西シベリア、チャニー

湖における Ranaarvalisの分布とサリ ニテ ィーの関係

について」 （太田宏・東北大学生命科学）、 「炭素・

窒素安定同位体比による西シベリア・チャ ニー湖魚類

群集の食物網構造解析」 （金谷弦・東北アジア）。講

演は英語で行われた。 （鹿野秀一）
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東北アジアニューズレター

共同研究 「東北アジアにおけるユートピア思想と地域の在り方」主催
公開講演会：麗澤大学国際経済学部教授松本健一

「アジア主義と大東亜戦争ー北一輝・大川周明・石原莞爾・中野正剛一」

本研究会の第 3回研究会として、幕末から現代に至

る特色ある思想家・著述家たちを取り上げて著書122

冊に及ぶ成果をあげてこられ、評論家としても名高い

松本健一先生をお迎えして、 2006年12月13日午後、 セ

ンタ ー大会議室で講演会を開催した。本研究会では、

東北アジア各地域のナシ ョナリズム・アイデンティ

ティ・歴史認識等といった事柄に踏み込んでいるが、

その際、アジアに進出した

近代日本が思想的に表明し

た 「アジア主義」と 「大東

亜」という観念について、

それらに深く関わった思想

家たちと北一輝等を中心に

して、明決なご講演がなさ

れた 。敗戦後、 GHQに

よって、日本が命名した

「大東亜戦争」という戦争

名称が禁止され、米英との

戦いだけを強調する 「太平

洋戦争」の使用が強制され

たが、それは日本が中国などアジアと戦争したことを

不明瞭にするもので、日本人の意識からアジア侵略を

消す役割を果たしたし、それについては中国からも批

判があることなど、多くの点で極めて示唆に富む講演

内容であった。とりわけ、 「右翼」 とされる北一輝・

中野正剛等についても具体的事例についてみた場合、

簡単にレッテルを貼ることができないことが説明さ

れ、 70名前後の出席者に深

い感銘を与えた。敗戦後60

年を経て、かつて研究が封

印されていた感のある20世

紀前半を、本格的に 「歴

史」研究の対象とすべき時

期に入ったということを改

めて強く感じさせられ、か

つ東北アジアを対象とする

本センタ ーの存在意義にも

プラスするご講演であった

といえる。

（山田勝芳）

共同研究 「東北アジア地域史におけるモンゴルの歴史的
位相に関する研究」第3回研究会

本研究会は、 2006年12月23日（土）午後、東北アジ

ア研究センター会議室で開催された。今回の研究会で

は、まず現在客員教授として滞在中のモンゴル科学ア

カデミ ー歴史研究所所長チョ ロー ン・ダシダワ ー氏

が、 「モンゴルの1921年革命の性格 ：20~30年代モン

ゴルの変容」と題して講演し、 90年の民主化以後のモ

ンゴルで進みつつある人民革命時期の歴史に関する評

価の転換状況を中心に紹介した。続く 山形大学の中村

篤志氏と本センタ ー専門研究員田淵陽子氏の調査報告

「フルンブイルの『アイマグ』に関する聞き取り調査」

講演するダシダワー氏 （中央奥） 会場の参加者

は、 モンゴル国在住のフルンブイル出身者からの聞き

取り調査に基づき、フルンブイル地方に「アイマグ」

という社会組織が存在したことについて報告したもの

である。史料紹介では、東北大学大学院環境科学研究

科博士後期課程の佐藤憲行氏が、「清代19世紀フレー

の漢人商鋪に関する梢冊について」と題して、 モンゴ

ル国立中央公文書館所蔵のフレーの漢人商人を登録し

た梢冊の内容の詳細について報告した。最後の研究発

表では、早稲田大学大学院文学研究科博士後期課程の

青木雅浩氏が「ボドー事件とモンゴルの政治状況」と

題する発表を行った。こ

れはロシアのアル ヒーフ

における文書史料調査に

よって得た新出史料に基

づいて、モンゴル人民政

府最初の首相ボドーに対

するソ連側の認識・評価

に関する新しい知見を報

告したものである。

（岡洋樹）
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リ
仙台に興味門竺包患竺玄翠99［ その名称は

「ソートR&D」と 諷父ぎ 応 ニジ ま思考 「thought」

であり、 R&Dは研究・開発~arch and develop-

ment」を意味します。そもそも宮城県内の中小企

業のための異業種交流会が始まりだったようです

が、昨年から会社組織になりました。この異業種

交流そのものは20年以上前から活動されており、

会に参加できるのは原則として社長に限定されて

いたようであり、他の異業種交流会とは大分変

わっています。昨年その交流会を基盤として会社

「ソートR&D」が設立されました。その新会社

の社長に疋田朋幸氏が就任されました。疋田氏は

昨年 3月まで東北大学大学院工学研究科で物理学

者として研究されていました。疋田先生は理系の

先生としては珍しく語学の才能を持っておられ、

ロシア語を話されます。また、ソートR&D内の

疋田先生の役割としては、ロシアの可能性のある

技術を見出し、それを日本で応用することです。

その目的もあって、昨年11月に「ソートR&D」

の他のメンバーニ人と共にノヴォシビルスクを訪

問されました。疋田先生の他には、毅田雄一氏

（アーバンクラフト株式会社）、湯澤哲雄氏（株

式会社GES)が参加されました。

事前に見学先の要望を聞いていましたので、そ

れに沿う形でプログラムを準備しました。訪問先

としてロシア科学アカデミー・シベリア支部の

「展示場」、「レーザー物理研究所」、「考古学 ・民

ロシア科学アカデミー・ シベリア支部の展示場にて

（左から、塩谷、 案内者、毅田氏、疋田氏、湯澤氏）

族学研究所」、 「無機化学研究所」を用意 しまし

た。中でも 「レーザー物理研究所」の技術には皆

さん驚嘆されていました。三人の訪問者はロシア

訪問が初めてではなく、何度か来られています。

湯澤氏は宇宙航空研究開発機構 (JAXA)のプ

ロジェクトの関係から、サンクト・ペテルブルク

のレーザー物理研究所と近年仕事をされていま

す。車で移動中や食事の際の会話は非常に楽しい

ものでした。皆さんは頻繁に海外に出張されてい

るので、日本を相対化して話をされます。海外で

の様々な見聞を伺え、心地よい印象を得ました。

このような集団が仙台で活動されていることを知

り、改めて驚きました。彼等はしばしば宮城県庁

のアドヴァイザーも務めています。

訪問される前に、ノヴォシビルスクの 「オペ

ラ・バレエ」劇場で、ぜひバレエを見ていただこ

うと考えていたのですが、その日は新作の初日と

いうこともあり、チケットが完売されていまし

た。そこで、仕方なく夕食後にホテルに案内した

のですが、ホテルのバーでは偶然にもバイオリン

奏者のペアがジャズ音楽を披露していました。そ

の音色は素晴らしいものでした。毅田氏と湯澤氏

は学生時代にロック・バンドを組みギターを弾い

ておられた経験があり、高水準の音色を理解さ

れ、バイオリン奏者の音楽を堪能されていまし

た。その後、様々な音楽を演奏者にリクエスト

し、また、演奏の合間には演奏者に私達のテーブ

ルまで来てもらい歓談しました。 ソートR&Dの

方々には、シベリアの技術だけでなく文化の高さ

も理解していただけたように思います。

（塩谷昌史）

ロシア科学アカデミー ・シベリア支部・ 民族考古学研究所にて

（左から、毅田氏、 疋田氏塩谷、案内者）
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戸客員教授紹介デ）

劉 財

私は1963年9月に中国吉林省の寒

村に生まれ、苦難に満ちた環境で粘り

強い性格を育成してきました。それは

私に学術を常に追求する大きい力を与

えるものでした。私は1986年に長春地

質学院の応用地球物理学部で学士学

位、1993年7月に同学院で修士学位を

取得しました。更に1999年7月に長春

科学技術大学で博士学位を取得し、今現在吉林大学地球

探測科学技術学院院長、吉林大学地球物理研究所所長を

務めています。

物理探査は波動理論と電場、磁場、重力場などの変化を

利用し、資源や、環境、災害などの問題の解決を可能にしま

す。私の研究における興味は主に地震探査技術を用い、大

慶油田などで石油・天然ガスを探査・開発することにありま

す。詳 しくは、弾性・粘性異方性媒質における地震波と

フィールドの順問題及び逆問題解析、高いSIN比及び高い

分解能の地震信号を得るための多級中央値フィルターリ ン

グ、 ウェーブレッ ト変換及びヒルベルト変換などのソフトの

開発などです。さらに加重積分エネルギー・スペクトルを解

析することにより、地震信号の分解能は1/4波長から1/6波
長まで改善することができるなどの成果をあげてきま した。

東北アジア研究センターでは、佐藤源之教授の研究室

で波動場の高度処理と、石油探査、地中レーダによる環境

計測などへの応用をめざしています。

舎新任教員紹介妻乞

Mahfooz HAFEZ（教育研究支援者）

私はカイロ市郊外、ヘルワンに位置

するエジプト国立天文・地球物理学研

究所 (NationalResearch Institute 
of Astronomy and Geophysics. 

NRIAG)の地球磁気、地球電気部門

助教授を務めていました。NRIAGで
はこれまでに電気・地球磁気および

GPR（地中レーダ）を利用した地下構

造の可視化と構造解析の研究に取り組んできました。また

土木、建築碁礎に関する土壌や地下水、更に遺跡調査に関

する研究を行ってきました。

今回東北アジア研究センター佐藤研究室に教育研究支

援者として着任し研究に従事しています。これまで佐藤教

授とは、地中レーダを利用したカイロ近郊での地雷除去、ル

クソール宮殿での地下水計測などの研究を共同で行ってき

ました。東北アジア研究センターでは、これらの研究を更に

進めるべく、対人地雷検知装置ALISのクラッタ除去と検

知精度の向上、ニューラルネットワークを利用した目標物検

知、地中レーダの遺跡調査への応用などについて研究を行

う予定でいます。

‘,` 予定年退職教員紹介（平成19年3月）歪つ

北風嵐助教授

北風嵐助教授は1966年3月に山口大学工学研究科修士

課程を修了し、山口大学工学部に奉職後、東北大学理学部

を経て、発足後約1年が経過した1997年4月助教授として当

センターに着任されました。金属鉱床学がご専門で、特に

硫化鉱物の相関係等を研究され、センターでは東北アジア

地域の金銀鉱床について調査されてきました。（理学博士）

ン ター動向
● ● ● -........．←ゃ~-.....---. -... --~~-~~~~~~;....'.... -..... -.. -. ---.. 
〈客員教授〉 〈教育研究支援者〉

●CHULUUN DASHDAVAA（チョローン ダシダ ●Mahfooz Abdel Motaleb Hafez Salem Fadl（マフー

ワー） ：モンゴル、 モンゴル科学アカデミー歴史研 ズ アブドル モタレブ ハフェッツ サーレム ファ

究所所長、 「モンゴルにおける共産主義：起源・衰 ドル） ：平成19年 1月 1日～平成19年 3月31日

亡 (1928~1932年）」 平成18年12月 2日～平成19 〈センター員の異動〉

年 3月15日 ●高橋一徳 ・助手 平成18年12月31日付けで辞職、ド

イツ連邦材料試験研究所へ異動
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東北アジア学術交流懇話会

お互いの交流拡大を目的に、会員皆様の近況 ・ご意見などを発信していただくスペースです（不定期）。
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

今回は、日本輸出入銀行プロジェクトファイナンス部長、国際協力銀行審議役を経て現在は麗澤大学 キャリア ：
センター長（国際経済学部教授）の真殿達会員殿にご登場をお願いしました。 ： 

氏は多くの国内外プロジェクトに携わられ、豊富な海外経験をお持ちです。特に、ウクライナ経済再建のための ：
金融技術支援（ウクライナ輸出入銀行改革）での功績に対して、日本人として初めて1999年6月ウクライナ政府より ：
感謝状及ぴ勲章を受賞され、また2001年 9月にもウクライナ政府より日本との国交樹立10年にあたり、この間最も i
ウクライナと日本の関係に寄与した日本人として表彰状を授賞されておられます。 ' 

ウクライナの読書人とウォトカ
麗器大学 キャリアセンター長（元日本輸出入銀行・国際協力銀行） 夏H段 遠唇

サーシャはソ連時代国立大学の教授だった。今は民営化企業

の万年部長である。 うだつの上がらないサラリーマンの裏の顔

はコンサルタントである。勤め先では可もなく不可もなくやり

過ごし、コンサルタントとしては結構稼いでいる様子である。

付き合いが深まるにつれ、教養と見識、それに世の中の動きを見透かす深い洞察

力に脱帽させられるようになった。昔からの読書人を勢煽とさせる。だが、風貌と

しゃべり方はただの酒飲み親父だ。それに、真理をつく発言は何らかの拍子にしか
出てこないから、よほどこの人物に典味がなければ、ただの呟き くらいにしか聞こ
えない。

人好きのする雰囲気とこちらもサーロ（豚の白身の塩漬け）でウォ トカをあおる
のが好きだから、会えば必ず手合わせに及ぶ。おかげで、何度この男の教養に酔い
つぶれたことか。

「ドニエプル川で東西に隔てられたウクライナの亀裂が消えることはない」とソ

連崩壊間もないころに聞かされた。悲しいことに大統領や首相がいくら代わろう
と、この一言の重みは増すばかりだ。

こちらが夢見心地になるほど飲まないと始まらない細やかな情勢分析はKGBの
専門家を凌駕する。向うはいくら飲んでも酔ってこない。こちらが朦朧とする少し

前に、 「あの時はなあ」という前置きで説明が始まる。一挙に酔いが覚めそうに

なって「どうして、あの時に教えてくれなかったのだ」といいたくなる気持ちは、
「この話を脳裏に留めておかなければ」という思いにかき消される。ウォトカの酔

い覚めはすっきりしているから、翌朝一番に覚えている限りをノ ー トに書き写す。

ありきたりの話にも含蓄がある。

ウクライナが独立した頃 「ロシアの国境は中国人に破られる」といった。去年も

「プーチンだってロシアは国境を守れない」と同じことをいった。さらに 「日本は
有利な立場にいる」と加えた。

「ロシアとの問題を解きたければウクライナにこなきゃあだめだ。ここにはロシ

アの良いものも悪いものもすべてがある。ロシアに行くと大きすぎて見えなくなる
のさ。」 ウクライナに通うのはウォトカ目当てではない。こうした呟きが忘れられ

ないからでもある。写真は2006年 5月訪れた時のものである。

トルストイの屋敷跡ヤースナ・パリャーナ前
（左から篠原 BHNテレコム支援協議会常務
理事、その後閤もなく厚生労働大臣になられた
柳澤伯夫議員、真殿、西谷トヨタ・ロシア社長）

ドニエプルを臨む

ウクライナのパンカー達と

今回の論点は宮城県国際局長狩野秀一氏から宮城県の国際戦略とロシアをご寄稿いただきました。大

変ありがとうございます。ハバロフスクを拠点とする極東経済交流のご発展をお祈りするとともに、シ

ベリアのノボシビルスクとも学術・経済交流の促進をお願いします。

（工藤純一）

《う Lとら》 （東北アジア学術交流懇話会ニュ ーズレター） 第32号 2007年2月 15日発行
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